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●発表申込締切： 2014年7月31日 （発表申込者は参加登録も同時に行ってください） 

■参加登録締切： 2014年7月31日 （一次登録）    ■二次登録締切： 2014年8月31日 （当日の参加も受け付けます） 

第7回国際保健医療行動科学会議 

▼一般演題(口頭・ポスター)発表申込    ▼参加登録 

  jahbs                                            × 
Email:  tyfa ＠ naragakuen.jp 

〒631-8542 奈良市中登美ヶ丘3-15-1 奈良学園大学 保健医療学部 

吉岡研究室  Tel: 0742-93-5303 （吉岡研究室直通）（ダイヤルイン） 

The 7th International Conference of Health Behavioral Science 

共  催：The Centre for the Humanities and Health at King's College London, United Kingdom 
          The Association for Narrative Practice in Healthcare, United Kingdom 

   ＜問い合わせ先・申し込み先＞ 

  第7回国際保健医療行動科学会議 実行委員会 事務局 

Theme :  Narrative and Health Behavioral Science 

大 会 長：中川 晶（奈良学園大学） 
                      Prof. Akira Nakagawa (Naragakuen University, Japan) 
   

副大会長：ブライアン・ハーウィッツ（キングス・カレッジ・ロンドン） 
           Prof. Brian Hurwitz (King's College London, United Kingdom) 

          ジョン・ローナー（ヘルス・エデュケーション・イングランド） 
                      Dr. John Launer (Health Education England, United Kingdom) 

 

開 催 期 日 
 

2014年9月15日(月)～18日(木) 
 

Sep 15 (Mon)  - 18 (Thu), 2014 

開催地 : ロンドン 
 

London, United Kingdom 

主  催：日本保健医療行動科学会 ※ 

実施主体：第7回国際保健医療行動科学会議実行委員会 

■登録料   一次登録： 通常会員 ¥30,000， 非会員 ¥32,000， 大学院生 ¥20,000， 学部学生 ¥15,000 

               二次登録： 通常会員 ¥35,000， 非会員 ¥37,000， 大学院生 ¥25,000， 学部学生 ¥20,000 
              ☆懇親会（9月16日・夜） ¥5,000 （別料金）        ☆スタディ・ビジット（9月18日・午前） ¥2,000 （別料金） 

▼プログラム概要  （内容は一部変更される可能性があります。） 
  

＜1日目 9月15日（月） Pre Study Day＞ 会場： 未定 （2日目または3日目の会場付近を予定） 

 （夕方） 英国の保健医療事情についてのレクチャー （日本語で60～90分程度） 

       講 師  Dr. Akira Naito (Sussex Partnership NHS Foundation Trust, United Kingdom) 
  

＜2日目 9月16日（火） Academic Day＞ 会場： セント・ブライズ・ファンデーション [St Bride's Foundation] 

 （午前） オープニングセレモニー ・ 基調講演 ・ 特別講演等（英語） 
       講 師  Prof. Akira Nakagawa (Faculty of Health Science, Naragakuen University, Japan) 

             Prof. Brian Hurwitz (The Centre for the Humanities and Health at King's College London, United Kingdom) 

             Dr. Neil Vickers (The Centre for the Humanities and Health at King's College London, United Kingdom) 

             Prof. Anne Marie Rafferty (The Centre for the Humanities and Health at King's College London, United Kingdom) 

 （午後） 一般演題口頭発表（英語） （1題20分程度） ・ ポスター発表（英語） （朝から掲示し、昼食時又は午後に質疑時間を設定する予定） 
         

＜3日目 9月17日（水） Workshop Day＞ 会場： スチュワート・ハウス [Shared Services, Stewart House] 

 （午前） ナラティヴ・アプローチの全体的な説明 （日本語通訳あり） 

 （午後） ナラティヴ・アプローチのグループワーク （英語のみのグループと日本語通訳ありのグループに分かれて実施予定） 
       講 師  Dr. Sarah Divall (The Association for Narrative Practice in Healthcare, United Kingdom) 

             Dr. Serena North (The Association for Narrative Practice in Healthcare, United Kingdom) 

             Dr. Akira Naito (Sussex Partnership NHS Foundation Trust, United Kingdom) 
 

＜4日目 9月18日（木） Study Visit Day＞ 
 （午前） 保健医療関連施設へのスタディ・ビジット （日本語ガイドあり）  候補：フローレンス・ナイチンゲール博物館 （検討中） 

詳細は日本保健医療行動科学会（jahbs）の web ページを参照 

Akira Nakagawa 

※本会は認定看護師更新審査の対象学会です。 

 本会議は「健康行動科学とナラティヴ」について議論を深め、国際的な交流をはかる場です。保健医

療に関わる研究者のみならず、各種専門職者、各種セラピスト、行政担当者、教育者、大学院生、学部

学生、一般の方からも広く参加者を募集します。また保健医療行動科学に関する自然科学･社会科学･人

文科学の研究ならびに実践事例についての発表を募集し、研鑽を深めます。若手研究者の発表やポス

ター発表も積極的に採用する予定です。日ごろの研究活動の成果を発表する機会として、またこの分野

に関わる多くの方々と交流する機会として、ぜひご参加ください。 


